
螺
伝

教

大

師

法

華

研

鑽

年

表

は

じ

め

に

戦
後
歴
史
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
い
た
づ
ら
に
歴
史
も
の
と
言
わ
れ
る
出
版
が
増
大
し
て
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
家
が
輩
出
し
た
。
そ
れ
に
加

え
て
近
ご
ろ
は
、
仏
教
ブ
ー
ム
で
数
多
の
刊
行
物
を
見
る
こ
と
は
、
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。
然
し
少
く
と
も
史
料
を
扱
う
も
の

は
、
常
に
そ
の
史
料
の
信
憑
性
に
つ
い
て
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
江
戸
時
代
に
伴
信
友
先
生
は
史
籍
年
表
を

小
泉
安
次
郎
先
生
も
明
治
年
間
に
日
本
史
籍
年
表
を
労
作
し
て
い
る
。
今
そ
れ
等
の
年
表
を
論
ず
る
余
白
が
な
い
の
で
又
の
機
会
に
ゆ
ず

る
が
、
仏
教
の
歴
史
を
語
る
も
の
は
、
そ
の
取
扱
う
史
料
に
つ
い
て
充
分
な
配
慮
を
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
仏
書
の
真
偽
問
題

が
あ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は

一
般
史
料
と
共
に
仏
教
史
料
に
つ
い
て
も
、
そ
の
取
扱
に
万
全
の
態
度
を
も
っ
て
、
大
日
本
古
文
書

を
編
纂
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
頃
来
仏
教
史
家
の
中
に
は
、
時
に
逸
脱
的
な
史
料
の
扱
を
す
る
も
の
を
散
見
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

い
や
し
く
も
法
華
研
鑽
史
を
説
く
も
の
は
、
そ
の
史
料
の
真
偽
に
つ
い
て
特
別
の
研
究
を
要
す
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

「
真
撰
伝
教
大
師

法
華
研
鑽
年
表
」
を
編
し
た
所
以
も
ま
た
こ
こ
に
あ
る
。

な
お
伝
教
大
師

「将
来
経
疏
目
録
」
小
編
は
昭
和
二
九
年
二
月
の

「
立
正
史
学
」
第
二
八
号
二
一
頁
２
三
六
頁
に
あ
り
、
重
伝
の
部

・

初
伝
の
部
に
分
つ
て
大
日
本
古
文
書

・
伝
教
大
師
全
集

ｏ
縮
刷
大
蔵
経
と
照
合
し
て
あ
る
か
ら
同
学
の
士
は
参
照
さ
れ
た
い
。

今
つ
い
で
に
、
平
安
時
代
伝
来
の
法
華
経
論
疏
中
最
澄
の
将
来
を
列
記
す
る
と
、
彼
の
将
来
経
論
疏
の
総
数
は
二
三
〇
部
で
あ
る
が
、

伝
教
大
獅
法
華
研
鑽
年
表
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今
我
々
の
課
題
に
関
係
あ
る
も
の
は
次
の
三
二
部
で
あ
る
。

１
　
重
伝

（奈
良
朝
所
伝
を
最
澄
が
重
伝
し
た
も
の
）

妙
法
蓮
華
経

７
巻

（伝
全
４
一拙
）
●
同
玄
義

智
者
１０
巻

（同
３５‐
）
●
同
文
句
疏

智
者
１０
巻

（同
Ｙ
摩
訂
止
観

智
者
１０
巻

（同
観
）
ｏ
小
止
観

智
者

１０
巻

（同
３５‐
ｏ
観
）
●
四
教
儀

智
者
１２
巻

（同
３５５
）
以
上

一
〇
部

２
　
初
伝

（最
澄
が
本
邦
に
初
め
て
伝
来
し
た
も
の
）

妙
法
蓮
華
経
玄
義
釈
剤
漢
ｌｏ
巻
（伝
全
４
一３５‐
Ｙ
同
文
句
疏
記

剤
漢
１０
巻
（同
Ｙ
同
観
音
品
義

智
者
１０
巻
（同
Ｙ
同
観
音
品
義
疏

智
者
２
巻
（同
Ｙ

同
科
文

左
漢
２
巻
（同
Ｙ
同
観
音
掲
科
文

１
巻
（同
槻
Ｙ
同
大
意

踊
願
１
巻
（同
）
・
同
文
句
序
神
廻
１
巻
（同
）
ｏ
同
懺
法
智
者
１
巻
（同
）
・
同
三

昧
補
助
儀

荊
漢
１
巻
（同
Ｙ
同
大
意
１
巻
（同
）
・
同
玄
義
硫
科
文

１
巻
（同
）
・
同
文
句
疏
科
文

１
巻
（同
）
・
摩
訂
止
観
補
行
伝
弘
決
荊
漢
１０
巻

（同
）
ｏ
同
文
句

荊
漢
２
巻
（同
３５３
）
・
同
義
例

荊
漢
２
巻
（同
Ｙ

同
心
要

１
巻
（同
Ｙ

同
音

１
巻
（同
）
・
同
略
音

１
巻
（同
Ｙ

同
大
意

荊
漢
１
巻

（同
）
・
同
八
教
大
意

明
蹟
１
巻
（同
）
・
同
科
文

１
巻
（同
）
・
同
三
徳
図

一
張
（同
）

以
上
二
二
部

凡

　

例

こ
の
年
表
の
記
載
事
項
は
西
暦

ｏ
年
代

・
書
名
ｏ
巻
数

ｏ
著
作
者

・
類
別

・
所
在
刊
本

・
別
称
・
成
立
年

ｏ
解
題
等
で
あ
る
。
書
目
の
配
列
は
年
代
順

と
し
た
。

ｏ
別
―
―
書
目
の
別
称

（通
名
を
合
む
）
　
　
　
　
　
ｏ
著
―
―
著
作
者
名

ｏ
類
―
―
類
別

（天
台
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
在
―
―
該
書
の
所
在

ｏ
活
―
―
刊
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
成
―
―
該
書
の
成
立
年
代
又
は
そ
れ
に
関
す
る
記
録

ｏ
解
―
―
解
題
で
末
尾
の
書
名
は
解
題
の
参
考
資
料
　
ｏ
伝
全
―
伝
教
大
師
全
集

（大
正
元
年
天
台
宗
刊
行
会
）
（巻
一頁
）

ｏ
仏
全
―
大
日
本
仏
教
全
書

（巻
一頁
）
　
　
　
　
　
ｏ
仏
解
―
仏
書
解
説
大
辞
典

（巻
一頁
）

ｏ
日
蔵
―
日
本
大
蔵
経

（巻
一頁
）
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
国
目
―
国
書
総
目
録

岩
波
書
店
版

（巻
一頁
）
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発
　
　
願
　
　
文
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

１
一１

成
―
延
暦
五

・
六
年
頃

　
解
―
大
師
の
無
常
観
と
自
己
反
省
に
依
り
五
誓
願
を
立
て
こ
の
願
力
に
よ
り
五
神
通
を
得
衆
生
救
済
に
菩
薩
行
を

励
み
末
来
際
を
尽
す
ま
で
休
止
せ
ず
と
誓
っ
た
願
文
、
読
者
の
肺
腑
を
刺
す
学
徒
立
志
の
文
辞
で
あ
る
。
　
仏
解

２
一２‐‐
　
国
目

２
一３７２

経
　
師
　
観
　
行
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

２
一服

成
―
延
暦

一
五
年
六
月
奥
書
あ
る
も
成
立
年
に
延
暦
二
五

ｏ
二
六
年
説
あ
る
も
今
暫
く

一
五

・
六
年
と
す
る
　
解
―
書
写
法
師
が
止
観
修
行

の
要
法
、　
一
心
戒
定
慧
の
観
を
説
く
。
　

日
蔵

５．
一躙
　
仏
解

２
一洲
　
曰
目

３
一Ｗ

請

十

大

徳

書
　
１
通
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

５
一‐３７

成
―
延
暦
二
〇
年

一
一
月
奥
書
　
解
―
天
台
の
祥
月
忌
に
南
都
の
十
大
徳
を
請
じ
法
華

一
〇
講
法
会
を
催
し
た
書
翰
、　
一
〇
講
会
は
延
暦

一

七
年
に
初
め
年
々
無
開
妙
法
普
及
の
第

一
歩
で
あ
る
。
　
仏
解

５
一柵
　
国
目

４
一‐１６

請

入
唐
請
益
表
　
１
巻

　

著
―
最
澄

　

類
―
天
台

　

在
―
活

伝
全

４
一田

成
―
延
暦
二
一
年
九
月
　
解
―
同
年
八
月
高
雄
で
法
華
を
講
じ
九
月
上
表
入
唐
求
法
を
請
う
た
表
文
。
三
論
法
相
の
論
に
対
し
天
台
は
経
を

所
依
と
す
る
経
宗
を
伝
え
法
華
の
深
旨
を
悉
知
せ
ん
こ
と
を
願
っ
た
。
　
仏
解

５
一躙
　
国
目

４
一‐７８

延暦 24・ (唐)貞元 21 延暦 21 延暦 20 延暦 16

天
台
霊
応
図
本
伝
集
　
１０
巻
（２
巻
現
存
）
　

著
―
最
澄

成
卜
貞
元
二
〇
年
仲
冬
　
解
―
在
唐
貞
元
仲
冬
霊
応
本
伝

一

国
目

５
一躙

類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

３
一３‐３

０
巻
に
国
清
寺
蔵
本
を
模
し
大
師
霊
応
図
を
添
う
。
日
蔵

６．
一６‐０
　
仏
解

８
一‐１６

天

台

宗

末

決
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

２
一６０９
　
　
別
―
唐
決

・
在
唐

一
〇
間

成
―
貞
元
二

一
年
二
月
二
九
日
奥
書
　
解
―
在
唐
の
最
澄
が
宗
義

一
〇
条
の
質
疑
に
対
し
道
逮
が
答
決
し
た
も
の
。
　

日
蔵

５．
一剛

仏
解

８
一‐３０
　
国
目

６
一３０

伝
教
大
師
将
来
目
録
　
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

４
一鵬
　
　
別
―
台
州
録

・
越
州
録

成
―
延
暦
二
四
年
七
月

一
五
日
上
表
　
解
―
在
唐
中
台
州
に
て
天
台
関
係

一
二
八
部
三
四
五
巻
と
法
具
を
得
、
越
州
に
て
密
教
、
天
台
、
雑

部
等

一
〇
二
部

一
一
五
巻
を
得
た
目
録
を
上
表
文
と
共
に
奉
っ
た
文
献
で
あ
る
。
日
蔵

６．
一６‐‐
　
仏
解

８
一‐６２
　
国
目

５
一３‐‐
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天
台
法
華
宗
年
分
縁
起
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

３
一２６９

成
―
延
暦
二
五
年

一
月
二
六
日
奥
書
　
解
―
三
首
よ
り
成
る
同
月
二
日
年
分
度
者
二
人
新
加
の
請
願
と
上
奏
文
に
対
す
る
内
裏
僧
綱
の
意
見
、

更
に
同
二
六
日
年
分
度
者
二
人
を
新
に
追
加
し
諸
宗
度
者
の
数
を
定
め
た
官
符
。
こ
れ
日
本
天
台
宗
開
宗
の
勅
許
と
見
る
べ
き
か
。　
自
筆
残

本
国
宝
延
暦
寺
蔵
　
仏
解
８
一‐１３
　
国
目

５
一８‐７

伝
教
大
師
大
同
四
年
四
月
二
十
五
日
於

一
乗
院
止
観
院
始
被
修
法
華
長
講
願
文
　
２
巻
　
著
―
最
澄
　
類
―
天
台
　
在
―
活

伝
全

４
一７‐９

別
卜
長
講
法
華
経
会
式

成
―
大
同
四
年
二
月

一
五
日
首
書
　
解
―
法
華
宗
を
建
立
し
法
華
経
玄
疏
止
観
等
数
百
巻
を
書
写
し
て
七
大
寺
に
永
納
、妙
法
蓮
華
経
を
長
講

し
て
恒
に

一
乗
法
を
護
っ
て
日
本
国
十
方
世
界
に
そ
の
功
徳
は
遍
く
五
性
皆
成
仏
せ
ん
こ
と
を
期
し
た
願
文
。　
仏
解

８
一５６
　
国
目

７
一３５０

三
種
悉
地
印
信
（付
法
）

１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
仏
全

２
一‐９６
　
伝
全

２
一６‐９

成
１
弘
仁
元
年
五
月

一
四
日
　
解
―
本
朝
台
祖
撰
述
密
部
書
目
に
、
便
に
依
て
標
出
す
、是
れ
順
暁
和
尚
が
開
山
に
授
け
る
付
法
の
書
な
り
。

秘
録
に
云
く
、
澄
和
上
顕
戒
論
縁
起
中
に
出
す
と
序
に

「若
墜
此
文
恐
偏
執
者
将
断
聖
化
」
と
あ
り
。　
仏
解

４
一∞
　
国
目

３
一７９７

類
―
天
台

大
唐
将
来
書
、

御
経
蔵
宝
物
聖
教
等
目
録
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄

成
―
弘
仁
二
年
七
月

一
七
日
奥
書
　
解
―
真
言
道
具
、

で
あ
る
。
仏
解

２
一２８８
　
日
蔵

６．
一６‐２
　
国
目

３
一Ⅲ

在
―
活
　
伝
全

４
一６７７
　
　
別
―
経
蔵
目
録

書
法
目
録
外
法
具
等
を
止
観
院
、
比
叡
鎮
国
道
場
に
永
納
し
た
目
録

長
講
法
華
経
先
分
発
願
文
　
同
後
分
略
発
願
文
　
２
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
伝
全

２
一２８５
　
　
別
―
長
講
法
華
経
会
式

成
―
弘
仁
三
年
四
月
五
日
奥
書
　
解
―
法
華
経
長
講
に
よ
り
、　
一
切
衆
生
大
小
神
祗
登
霞
尊
霊
万
民
の
得
脱
と
、
日
本
国
正
法
叡
山
の
擁
護

を
祈
願
し
た
願
文
下
巻
に
後
人
の
加
筆
あ
る
も
全
文
偽
作
に
非
ず
　
日
蔵

５．
一鵬
　
仏
解

８
一５６
　
国
目

７
一３５０

弘
仁

三
年
遺
書
　
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台

　

在
―
活

伝
全

４
一７３５

成
―
弘
仁
三
年
五
月
八
日
　
解
―
泰
範
を
総
別
当
、
円
澄
を
伝
法
座
主
、
外
諸
別
当
を
定
め
、
私
に
是
非
す
る
こ
と
を
誡
め
、
経
蔵
出
入
を

禁
ず
る
等
の
規
定
を
遺
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
仏
解

３
一盟
　
国
目

３
一翻
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伝
教
大
師
消
患
　
　
４０
通

　

著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台

　

在
―
活

伝
全

４
一７５８

成
―
自
大
同
三
年
八
月
二
四
日
至
同
七
年
五
月
約
八
年
間
　
解
―
主
に
高
雄
山
寺
に
お
け
る
空
海
、
泰
範
、
智
泉
に
送
っ
た
書
簡
集
、
両
大

師
の
関
係
を
知
る
文
献
に
し
て
、
日
本
大
蔵
経

（４０
巻
）
に
中
野
達
慧
編

「
伝
教
大
師
余
輝
集
」
３
巻
と
合
せ
見
れ
ば
両
師
の
消
息
は
更
に
明

に
な
る
。
日
蔵

５．
一６‐２
　
仏
解

８
一Ｗ
　
　
国
目

５
一阻

長
講
金
光
明
経
会
式
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

２
一３‐‐

成
―
弘
仁
四
年
六
月
奥
書

　
解
―
自
他
懺
悔
受
戒
発
願
に
よ
り
神
祗
登
霞
尊
霊
皇
帝
父
母
の
得
脱
と
、
日
本
国
と
仏
法
を
守
護
せ
ん
こ
と
を

祈
る
。
日
蔵

５．
一“
　
仏
解

８
一５５
　
国
目

５
一６３‐

長
講
仁
王
般
若
経
会
式
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

２
一班

成
―
弘
仁
四
年
六
月
七
日
奥
書

　
解
―
参
堂
三
礼
頌
よ
り
結
願
頌

一
三
段
に
及
ぶ
、
前
掲
二
者
と
共
に
三
長
講
文
に
て
大
師
止
観
院
に
て
大

同
四
年
以
来
始
む
。
　

日
蔵

５．
一６０３
　
仏
解

８
一５５
　
国
目

５
一皿

宇
佐
宮
経
釈
文
事
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

４
一７５０

成
―
弘
仁
五
年
　
解
―
春
大
師
神
前
に
法
華
経
講
演
の
秘
釈
を
な
す
。
こ
れ
渡
海
宿
願
に
賽
す
る
た
め
な
り
。
　
日
蔵

５．
一６０３
　
仏
解

８
一５５

国
目

１
一３６‐

大
唐
新
羅
諸
宗
義
匠
依
憑
天
台
集
　
１
巻
　
　
著
―
修
禅
和
尚
撰
最
澄
述
　
類
―
天
台
　
在
―
活
　
伝
全

２
一鵬
　
別
―
依
憑
天
台
集

成
―
弘
仁
七
年
序
文
　
解
―
弘
仁
四
年
九
月

一
日
の
本
文
あ
る
は
最
澄
四
七
才
の
撰
述
に
五
〇
才
附
加
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
天
台
の
伝
法

は
諸
宗
の
明
鏡
、
印
度
支
那
朝
鮮
に
亘
る
天
台
依
憑
の
五
宗
十
三
師
を
あ
げ
、
歴
代
称
し
て
大
師
と
い
う
所
以
を
記
す
。
　

日
蔵
５．
一鵬
　
仏

解

１
一２３７
　
国
目

１
一蝸

照
　
権
　
実
　
鏡
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

２
一ｍ

成
―
弘
仁
八
年
二
月
奥
書
　
解
―
徳

一
の
仏
性
抄
を
破
し
十
門
を
立
て
三
乗
別
教
は
、
三
権

一
乗
、
円
教
は

一
実
で
法
華

一
乗
は
真
実
教
で

あ
る
こ
と
を
論
ず
。
　

日
蔵

５．
一湖
　
仏
解

５
一棚
　
国
目

４
一‐０‐

伝
教
大
師
法
華
研
鑽
年
表
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法

華

去

惑

成
―
弘
仁
八
年
？

辺
義
鏡
を
破
し
た

一

六
所
造
宝
塔
願
文
　
１
紙
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

４
一７３６

成
―
弘
仁
九
年
四
月
二

一
日
奥
書
　
解
―
六
所
に
法
華
千
部
多
宝
塔
を
建
立
毎
日
法
華
経
を
長
講
し
真
俗
の
化
導
、大
日
本
国
の
鎮
護
を
祈
願

し
た
願
文
で
あ
る
。
六
所
と
は
安
東
―
上
野
宝
塔
院

（緑
野
郡
）
安
南
―
豊
前
宝
塔
院

（宇
左
郡
）
安
西
―
筑
前
宝
塔
院
　
安
北
―
下
野
宝
塔

院
（都
賀
郡
）

安
中
―
山
城
宝
塔
院
（比
叡
山
西
塔
院
）

安
総
―
近
江
宝
塔
院

（比
叡
山
東
塔
院
）
で
あ
る
。　
仏
解

ｎ
一３２３
　
日
目

８
一鵬

天
台
法
華
宗
年
分
学
生
式
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

１
一５
　
別
―
六
条
式

・
天
台
法
華
宗
年
分
度
者
二

人
六
箇
条

成
―
弘
仁
九
年
五
月
十
三
日
の
上
表
文
、
解
―
山
家
学
生
式
の

一
式
で
大
乗
戒
坦
建
立
を
請
願
我
が
国
に
未
だ
純
大
乗
の
菩
薩
僧
な
し
。
円

の
十
善
戒
在
山
十
二
年
止
観
、
遮
那
両
業
を
修
め
た
国
宝
、
国
師
、
国
用
を
し
て
社
会
の
物
心
両
面
の
事
業
に
当
ら
し
め
る
学
則
で
あ
る
。

日
蔵

５．
一５６７
　
仏
解

４
一‐３６
　
国
目

３
一翻

比
叡
山
天
台
法
華
院
得
業
学
生
式
　
１
紙

比
叡
山
法
華
院
得
業
式

著
―
最
澄
　
類
―
天
台

　
在
―
活
　
伝
全

４
一翻
　
別
―
比
叡
天
台
法
華
院
得
業
生
式

・

成
―
弘
仁
九
年
五
月

一
五
日
奥
書
　
解
―
六
条
式
制
定
後
の
撰
で
法
華
院
の
年
分
度
者
、
止
観
、
遮
那
両
業
学
生
及

一
五
以
上
二
五
以
下
の

得
業
生
在
山
十
二
年
制
の
修
学
用
心
を
定
む
。
八
条
式
制
定
前
の
試
案
か
日
本
大
蔵
経

（３９
巻
）
の
所
謂
山
家
学
生
式
の
後
附
に
あ
り
。
山

家
学
生
式
以
外
に
此
の
別
科
生
を
置
か
ん
と
せ
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
　

日
蔵

５．
一５６７
　
仏
解

９
一％
　
国
目

６
一７２３

請
先
帝
御
願
天
台
年
分
度
者
随
法
華
経
為
菩
薩
出
家
表
　
１
紙
　
著
―
最
澄
　
類
―
天
台
　
在
―
活

伝
全
４
一７２０
　

別
―
請
菩
薩
出
家
表

成
―
弘
仁
九
年
五
月
二

一
日
奥
書
　
解
―
同
年
五
月

一
三
日
六
条
式
を
奏
上
し
た
と
こ
ろ
、
護
命
等
が
大
乗
寺
は
天
竺
大
唐
に
も
亦
日
本
に

も
な
い
と
反
対
し
た
こ
と
を
聞
き
、
本
表
文
を
奉
り
、
天
台

一
宗
が

（延
暦
二
五
年
）
弘
布
さ
れ
た
が
、
法
重
く
し
て
人
弱
く
甚
だ
振
わ
ず
、

山
家
仏
教
に
よ
っ
て
護
国
の
忠
を
つ
く
さ
ん
が
た
め
に
、　
一
乗
妙
法
蓮
華
経
に
よ
っ
て
菩
薩
の
出
家
を
作
り
、
毎
年
春
二
月

一
七
日
に
勅
使

を
差
し
て
、
度
者
を
得
ん
こ
と
を
懇
願
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
家
学
生
式
の
前
附
に
あ
り
。　
日
蔵

５．
一価
　
仏
解

５
一棚
　
国
目

４
一‐９‐

４
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

４
一３３

解
―
照
権
実
鏡
以
後
守
護
国
界
章
以
前
の
撰
に
し
て
、
守
護
国
界
章
中
巻
と
大
同
で
、
そ
の
草
本
が
、
共
に
徳

一
の
中

三
権
実
論
評
な
り
。
　

日
蔵

５．
一５８‐
　
仏
解

１〇
一“
　
国
目

７
一鶴
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勧
奨
天
台
宗
年
分
学
生
式
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

１
一７
　
　
別
―
八
条
式

成
―
弘
仁
九
年
八
月
奉
呈
　
解
―
山
家
学
生
式
の

一
式
で
六
条
式
の
規
定
を
細
別
し
、
得
度
者
の
試
験
法
、
補
欠
法
、
衣
食
規
定
、
違
法
学

生
処
分
法
等
八
箇
条
を
定
め
、
仏
法
住
持
国
家
利
益
、
衆
生
の
後
世
善
進
を
計
る
た
め
の
細
則
で
あ
る
。　
日
蔵

５．
一５６８
　
仏
解

４
一‐３８
　
国

目

２
面

ｏ
３
而

守

護

国

界

章
　
９
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

１
一硼
　
　
別
―
守
護
章

成
―
弘
仁
九
年
　
解
―
顕
戒
論
と
共
に
最
澄
の
二
大
著
述
。
法
華
経
を
中
心
と
す
る
天
台
五
時
八
教
判
、
行
位
断
惑
、
止
観
立
行
、
定
性
二

乗
、
経
又
解
釈
、
分
科
等
の
天
台
大
師
の
説
に
対
し
、
徳

一
が
玄
賛
の
思
想
を
以
て
批
評
否
難
し
た
の
を
反
駁
し
、
天
台
の
正
義
、
山
家
の

特
徴
を
発
表
暗
示
し
、
そ
の
量
質
共
に
貴
重
な
る
撰
述
で
、
去
惑
四
巻
は
恐
ら
く
本
章
中
巻
の
草
本
か
、
伝
全
初
版
よ
り
再
版
は
梢
相
違
す
、

特
に
再
版
上
下
三
六
頁
に
、
本
文
脱
字
九
六
字
を
添
加
せ
る
は
顕
著
で
あ
る
。
日
蔵

５．
一Ⅲ
　
仏
解

５
一４８
　
国
目

４
一３０５

払
　
惑
　
中
　
策
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

２
一剛

成
―
弘
仁
九
年
以
後
の
作
　
解
―
天
台
の
立
場
よ
り
諸
経
の
問
題
に
つ
い
て
論
述
し
た
文
献
で
、
全
篇
随
問
随
答
二
〇
章
よ
り
成
る
。　
仏
解

９
一２５‐
　
国
目

７
一＝

七
難
消
滅
護
国
頌
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

３
一圏
　
　
別
―
三
部
略
長
講

成
―
弘
仁
九
年
か
　
解
―
最
澄
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
護
国
二
部
長
講
会
式
の

一
、
伝
全

公
し
に
本
書
と
と
も
に
三
本
あ
り
、
即
ち
二
部
長

講
会
式

（前
掲
）
と
九
院
長
講
二
部
経
会
式

（
一
心
戒
文
）
上
と
本
書
と
の
三
本
で
、
そ
の
内
最
澄
が
行
っ
た
長
講
会
式
の
原
型
に
、
最
も
近

い
も
の
は

一
心
戒
文
の
会
式
、
最
も
原
型
を
簡
単
化
し
た
も
の
は
本
書
、
最
も
丁
重
な
形
態
は
伝
全
二
の
二
部
長
講
会
式
に
し
て
、
法
華
宗
お

会
式
法
要
の
基
本
的
資
料
な
り
、
著
作
年
代
不
詳
と
も
云
へ
る
が
今
暫
く
こ
こ
に
お
く
。　
日
蔵

５．
一６０３
　
仏
解

４
一瑚
　
口
書

４
一
‐１２

与
元
興
寺
護
命
大
僧
都
書
　
１
篤
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

４
一硼

成
―
弘
仁

一
〇
年
二
月
二
日
脱
稿

（
一
心
戒
文
上
）
　

解
―
最
澄
六
条
式
八
条
式
を
上
奏
し
て
後
、
弘
仁

一
〇
年
二
月
四
条
式
を
製
す
。　
こ

れ
を
僧
綱
元
興
寺
護
命
の
副
署
を
乞
い
て
嵯
峨
天
皇
に
上
奏
せ
ん
た
め
、
請
署
名
文
と
し
親
ら
撰
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
光
定
、
良
峰
の
異

見
に
つ
き
、
遂
に
僧
都
に
呈
せ
ず
し
て
直
に
四
条
式
を
上
奏
し
た
。　
仏
解

２
一２０７
　
国
目

２
一洲

伝
教
大
師
法
華
研
鑽
年
表
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天
台
法
華
宗
年
分
度
者
回
小
向
大
式
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
　
伝
全

１
一１０
　
　
別
―
四
条
式

成
―
弘
仁

一
〇
年
二
月
奉
呈
　
解
―
山
家
学
生
式
の
一
式
で
寺
院
に
一
向
大
乗
寺
、　
一
向
小
乗
寺
、
大
小
兼
行
寺
の
別
あ
る
を
説
き
、　
一
向

大
乗
寺
は
我
国
に
無
し
、
比
叡

一
山
を

一
向
大
乗
寺
と
せ
ん
が
た
め
、
大
乗
大
僧
戒
を
規
定
し
、
国
宝
を
養
成
す
る
こ
と
を
奏
請
し
た
も
の

で
あ
る
。

以
上
三
式
を
山
家
学
生
式
と
総
称
し
純
大
乗
戒
を
立
て
、
本
宗
の
学
生
を
し
て
菩
薩
の
大
僧
た
る
こ
と
の
公
認
を
得
ん
が
た
め
、
比
叡
山

で
独
自
の
得
度
授
戒

（円
頓
戒
）
を
行
は
ん
と
畢
生
の
努
力
を
尽
さ
れ
た
が
、
僧
綱
三
戒
壇
制
を
変
革
す
る
も
の
と
し
て
容
易
に
聴
許
を
与
え

ら
れ
な
か
っ
た
。　
日
蔵

５．
一５６ｒ
　
仏
解

４
一鵬
　
ロ
ロ

３
一２６９

請
立
大
乗
戒
表
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄

　

類
―
天
台

　

在
―
活

伝
全

４
一翻

成
―
弘
仁

一
〇
年
二
月

一
五
日
奥
書
　
解
―
四
条
式
と
共
に
上
表
し
、
大
乗
菩
薩
の
大
機
を
養
成
し
、
国
家
衛
護
群
生
福
利
の
た
め
、　
一
向

大
戒
の
戒
壇
建
立
を
切
願
し
た
も
の
で
あ
る
。　
日
蔵

５．
一剛
　
仏
解

５
一躙
　
国
目

４
一５‐０

上

顕

戒

論

表
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

４
一研

成
―
弘
仁

一
〇
年

一
一
月
二

一
日
奥
書
　
解
―
こ
れ
に
つ
い
て
一
心
戒
文
と
伝
教
大
師
別
伝
と
の
間
に
広
略
の
相
違
あ
る
た
め
誤
読
の
恐
れ

あ
る
故
田
島
得
音
は

「
弘
仁

一
一
年
二
月
二
九
日
先
師

（大
師
）
の
命
を
承
け
て
上
表
し
た
が
、
こ
れ
よ
り
先
其
年
二
月
二
一
日
先
師
か
ら
云

云
の
命
が
あ
っ
た
彼
の
表
文
と
は
」
と
両
文
上
表
の
日
附

一
致
を
仏
解
に
解
明
し
て
い
る
。
日
蔵

５．
一５７０
　
仏
解

６
一３
　
日
目

１
一‐２‐

内
証
仏
法
相
承
血
脈
釜
じ
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

２
一５‐３
　
　
別
―
内
証
仏
法
血
脈

・
仏
法
血
脈

成
―
弘
仁

一
〇
年

一
二
月
五
日
奥
書
　
解
―
顕
戒
論
と
共
に
嵯
峨
天
皇
に
上
進
し
た
撰
述
で
三
国
仏
法
の
相
承

（四
宗
）
の
縁
由
、
叡
山
円
宗

の
学
系
を
示
し
、
円
戒
運
動
の
根
拠
を
明
か
す
。
我
国
仏
教
史
上
数
多
あ
る
血
脈
の
藍
場
な
り
。
日
蔵

５．
一脇
　
仏
解

８
一２７３
　
ロ
ロ

６
一四

天
台
法
華
宗
年
分
得
度
学
生
名
帳
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

４
一鶴

成
―
弘
仁

一
〇
年
奥
書

　
解
―
大
同
二
年
よ
り
弘
仁
九
年
に
至
る
年
分
度
者
二
四
名
の
学
生
名
を
列
記
し
、
更
に
弘
仁

一
〇
年
の
二
名
を
加

え
計
二
六
名
の
得
度
者
名
帳
、
師
主
、
業
別
、
住
山
、
不
住
山
、
法
相
奪
等
を
記
す
。　
日
蔵

５．
一濶
　
仏
解

８
一Ⅲ
　
国
目

５
一Ｗ
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上

顕

戒

論

表
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

４
一碑

成
―
弘
仁

一
一
年
二
月
二
九
日
奥
書
２

心
戒
文
）

解
―

一
心
戒
文
と
大
同
小
異
に
し
て
先
に
弘
仁

一
〇
年
南
都
僧
綱
の
弾
劾
に
対
し
健
筆

に
て
論
破
し
大
同
二
年
よ
り
弘
仁

一
一
年
迄
の
二
四
年
間
両
業
度
者
二
八
人
、
そ
の
中
在
山
僅
か

一
〇
人
に
満
た
ず
、
内
外
の
情
勢
に
鑑
み
偏

え
に
戒
壇
建
立
の
熱
願
を
奏
上
し
た
も
の
で
前
掲
の
表
と
い
づ
れ
を
上
表
し
た
か
、
そ
の
大
旨
は
同

一
で
あ
る
が
文
章
に
広
略

の
差
あ
り
。

そ
の
簡
潔
は
伝
教
大
師
別
伝

（仁
忠
伝
全
別
一∞
）
詳
細
な
る
は

一
心
戒
文

（光
定
伝
全
別
一晰
）
の
所
述
に
し
て
戒
壇
建
立
史
研
究
の
貴
重

な
文
献
な
り
。

日
蔵

５．
一６７０
　
仏
解

６
一４
　
国
書

５
一蹴

顕
　
　
戒
　
　
論
　
３
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

１
一１５

成
―
弘
仁

一
０
年
を

一
一
年
　
解
―
嵯
峨
天
皇
は
四
条
式
と
上
表
文
の
可
否
を
真
円
宿
爾
の
外
僧
綱
に
諮
問
せ
ら
れ
る
と
駁
論

の
内
奏

あ

り
。
最
澄
こ
れ
を
見
て
、
そ
の
反
論
三
巻
を
表
と
共
に
上
る
。
総
論
に
は
南
都
僧
綱
の
上
表
文
を
破
斥
し
、
景
深
等
の
二
八
失
を
反
駁
、
精

密
な
大
師
の
人
格
を
忍
ば
し
む
る
に
足
る
重
要
文
献
で
あ
る
。
日
蔵

５．
一瑚
　
仏
解

３
一‐６８
　
国
目

３
一９６

決
　
権
　
実
　
論
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

３
一Ⅲ

成
―
弘
仁

一
〇
―

一
一
年
本
文
に
守
護
章

（九
年
）
の
名
を
記
し
秀
句
（
〓
一年
）
に
も
そ
の
書
名
を
列
ね
る
に
依
る
　
解
―
弘
仁
七
年
徳

一

と
三

一
権
実
の
大
論
を
初
め
、
照
権
実
鏡
、
守
護
章
、
去
惑
に
続
い
て
二
乗
成
仏
の
能
不
、
一二
車
四
車
の
問
題
に
つ
い
て
経
論
よ
り
論
駁
す
。

日
蔵

５．
一皿
　
仏
解

３
一獅
　
国
目

３
一舒

顕

戒

論

縁

起
　
２
巻
（上
存

・
下
欠
）
　

著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

２
一剛

成
―
弘
仁

一
二
年
二
月
序
文
　
解
―
上
巻
は
入
唐
求
法
の
詔
勅
よ
り
二
四
通
の
文
書
集
録
で
、
そ
の
中
心
は
大
唐
の
伝
法
、
大
乗
戒
を
請
う

根
拠
を
示
し
、
下
巻
は
欠
本
な
る
も
そ
の
目
次
を
通
じ
て
、
南
都
と
の
詳
細
な
関
係
を
知
る
こ
と
を
得
る
も
、　
こ
れ
を
失
し
て
遺
憾

で
あ

る
。
尚
日
蔵
本
に
は
学
生
名
帳
を
付
す
。　
日
蔵

５．
一Ⅷ
　
仏
解

３
一鼎
　
国
目

３
一９６

比
叡
山
東
塔
縁
起
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

４
一阻

成
―
弘
仁

一
二
年
七
月

一
七
日
序
文
　
解
―
六
所
宝
塔
の
一
で
あ
る
近
江
の
宝
塔
院
の
縁
起
に
し
て
、　
こ
れ
は
桓
武
天
皇
尊
霊
奉
資
の
為
の

造
塔
な
る
を
記
す
。
仏
解

９
一％
　
国
目

６
一躙
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法
　
華
　
秀
　
句
　
５
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

４
一３３

別
―
法
華
輔
照

成
―
弘
仁

一
二
年
旧
本
三
巻
現
行
五
巻

（上
巻
本
来
、
中
巻
本
末
、
下
巻
）
中
巻
は
後
人
の
加
入
か
　

解
―
得

一
に
対
す
る
権
実
論
評
の
最

後
の
大
作
に
し
て
、
そ
の
一
二
年
に
亙
る
大
論
陣
は

一
先
づ
本
書
を
以
っ
て
終

っ
た
ら
し
い
。
即
ち
法
華
十
勝
を
挙
げ
唯
識
、
三
論
、
華
厳
、

真
言
に
対
し
て
、
そ
の
信
条
を
論
証
し
た
晩
年
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
。　
日
蔵

５．
一Ⅲ
　
仏
解

１〇
一７０
　
国
目

７
一Ｗ

０
成
立
年
代
未
詳

再

生

敗

種

義
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

２
一鵬

螂

神つ嘲
蛉

曜
凝

Ｗ

３「ち哺
酢軌討諮穀静酌ＭＭ

妙嘲は議漣群ぼ蓼

鶉

ケ羹
晰

法
澤
廿
八
品
肝
要
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

３
一‐７７
　
　
別
―
伝
教
随
身
抄

・
法
華
経

一
部
要
文

・
法
華

経
廿
八
品
肝
要

獣
」鉢
れ腰教織冽神解一型
礼
繁
贄
鶴
鰭
暗
蜂
決第
一課
暉
編
騨
ぼ講
勢
誌
は政聰
諦

目
蔵

５〇
一１１６
　
仏
解

１〇
一∞
　
国
目

７
一捌

法
華

諸
品
大
意
　
１
紙
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台

　

在
―
活
　
伝
全

２
一捌
　
　
別
―
法
華
大
綱

・
法
華
廿
八
品
大
意

成
―
未
詳

（弘
仁

一
三
年

仏
解

１〇
一７６
）

解
―
二
八
品
の
各
品
に
つ
い
て
そ
の
大
意
を

一
言
隻
句
に
収
め
、
僅
か

一
紙
に
其
の
要
旨
を
説

き
讃
嘆
す
、
構
文
流
麗
精
致
な
り
。
日
蔵

５〇
一１０７
　
仏
解

１〇
一７６
　
国
目

７
一３２０

法

華

論

科

文
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

２
一価

成峯

Ξ

一言
解
Ｊ

解喜
が本銅
蓋
鮭
聰
野
強
饒
鰭
誰
編
蹂
鴫

は
科
文
と
い
ふ
よ
り
各
品
大
意
と
も
い
う
べ
き
で
、
初
分
に
は
論
ヽ

る
点
は
他
の
諸
品
釈
と
趣
を
異
に
し
特
に
序
品
と
方
便
品
を
釈
し
て
い
る
こ
と
は
考
う
べ
き
で
あ
る
。
日
蔵

５〇
一１１３
　
仏
解

１〇
一％
　
国
目

７
一服
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註

無

量

義

経
　
３
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
法
華
　
　
在
―
活
　
伝
全

２
一鵬
　
　
別
―
無
量
義
経
開
発

・
無
量
義
経
注
砂

成
―
未
詳

（弘
仁

一
三
年

仏
解
８
一５２
）
　

解
―
脚
註
の
盛
を
以
て
誇
る
唐
末
に
さ
え
こ
の
経
註
な
く
、
最
澄
の
本
註
あ
る
は
貴
重
な
り
。

然
し
そ
の
記
述
に
往
々
誤
り
あ
る
外
に
天
台
風
の
註
釈
末
知
と
思
わ
れ
る
。
石
田
茂
作
博
士
の

「
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
」

に
依
れ
ば
、
本
経
の
註
釈
は
奈
良
朝
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
か
ら
最
澄
は
玄
義
文
句
等
を
閲
読
せ
ず
し
て
本
書
を
撰
述
せ
ら
れ
た
か
或

は
奈
良
に
所
蔵
の
劉
蛇
、
吉
蔵
の
註
よ
り
抄
録
し
た
も
の
と
も
断
定
し
難
く
考
う
べ
き
で
あ
る
。
日
蔵
Ю
一１０１
　
仏
解

８
一５２
　
国
目

５
一剛

註
金
剛
鉾
論
科
文
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
類
―
天
台
　
　
在
―
伝
全

４
一冊
　
　
別
―
金
剛
鉾
論
註
釈

・
註
金
剛
鉾

成
―
未
詳
　
解
―
巻
首
に

「
斯
の
文
常
途
の
経
論
に
非
ず
と
雖
も
亦
之
の
効
を
欲
し
三
段
分
を
以
て
す
」
と
あ
る
如
く
論
主
の
科
を
示
し
て

い
る
即
ち
註
金
剛
論
巻
首
三
文

一
〇
段
の
科
文
で
あ
る
。
　

仏
解

８
一４６
　
国
目

５
一鵬

灌

頂

行

事

抄
　
３
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

３
一１

・
胎
界
行
事
砂

別
―
灌
頂
七
日
行
事
砂

去
口
蔵
界
灌
頂
行
事
砂

成
―
未
詳
　
解
―
最
澄
入
唐
中
永
貞
元
年
四
月
越
州
竜
興
寺
に
お
い
て
順
暁
よ
り
両
部
灌
頂
を
伝
授
し
た
作
法
を
伝
た
も
の
で
、
灌
頂
七
日

間
の
行
事
を
砂
録
し
て
い
る
。
即
ち

「第

一
日
　
定
処
　
千
部
法
華
経
殿
内
八
肘
之
地
」
と
あ
り
そ
の
他
大
日
経
義
釈
、
蘇
悉
地
集
経
等
に

依
り
、
灌
頂
の
行
儀
を
明
か
に
し
本
朝
灌
頂
行
事
砂
中
最
古
の
形
式
と
い
う
。
日
蔵

５．
一６‐６
　
仏
解

２
一Ⅲ
　
国
目

２
一側

天
台
法
華
宗
伝
法
儡
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

３
一‐１７
　
　
別
―
山
家
伝
法
掲

成
―
未
詳

（弘
仁

一
三
年
　
仏
解

８
一‐１３
）
　

解
―
釈
尊
の
法
華
説
法
の
因
縁
、
内
容
、
法
華
宗
伝
灯
者
の
略
伝
、
最
澄
が
道
遠
、
行
満
に

受
法
し
最
後
に
唯
識
、
華
厳
、
密
教
、
禅
、
律
、
因
明
の
相
承
に
及
ぶ
。
文
中
聖
徳
太
子
を
南
嶽
慧
思
の
再
誕
と
記
せ
る
は
注
意
す
べ
き

で
、
構
文
は
す
べ
て
五
字

一
句
始
終

一
三
七
四
句
の
掲
頌
文
で
あ
る
。
日
蔵

５．
一Ｗ
　
仏
解

８
一‐１３
　
国
目

５
一Ｗ

天
台
法
華
宗
付
法
縁
起
　
３
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全
４
一７‐７

成
―
未
詳
　
解
―
修
禅
目
録
に
よ
れ
ば
巻
上
二

一
紙
巻
中
二

一
紙
巻
下
三
〇
紙
以
て
本
書
の
調
巻
枚
数
等
を
知
る
。
現
今
逸
す
と
雖
も
伝
全

旧
版
二
断
簡
同
新
版

一
一
断
簡
を
上
官
太
子
拾
遺
記
、
聖
徳
太
子
伝
雑
勘
文
伝
通
縁
起
よ
り

（付
法
縁
起
断
簡
）
蒐
録
し
て
本
書
を
編
す
。

仏
解

８
一‐１‐
　
国
目

５
一日
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師
資
相
承
血
脈
文
　
１
巻
　
　
著
―
最
澄
　
　
類
―
天
台
　
　
在
―
活
　
伝
全

４
一鶴

成
―
未
詳
　
解
―

一
乗
の
玄
旨

一
境
三
諦
の
妙
法
が
釈
迦
、
迦
葉
、
阿
難
よ
り
竜
樹
に
至
り
、
更
に
羅
什
等
に
よ
り
中
国
に
伝
来
し
、
博
大

士
、
恵
文
、
恵
思
と
相
承
し
て
天
台
智
者
に
よ
り
大
成
、
灌
頂
２
湛
然
、
道
逮
、
遂
に
最
澄
に
及
ぶ
師
資
相
承
の
血
脈
を
記
し
た
も
の
で
、

凡
そ
天
台
法
華
宗
血
脈
に
同
じ
で
簡
な
る
も
の
で
あ
る
。
仏
解

４
一２６‐
　
国
目

４
一“

菩

薩

次
第
明
拠
　
１
巻

　

著
―
最
澄

　

類
―
天
台

　

在
―
活

伝
全

３
一‐６９

成
―
未
詳
　
解
―
学
生
式
の
新
制
に
よ
り
単
授
大
乗
戒
に
よ
る
菩
薩
僧
が
公
認
さ
れ
る
場
合
に
は
、
南
都
等
の
共
行
戒
壇
に
て
受
戒

せ
る

僧
と
の
座
次
が
問
題
に
な
る
の
で
、
梵
網
経
註
疏
を
引
用
し
て
、
菩
薩
僧
の
座
次
の
明
拠
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
日
蔵

５．
一５８２
　
仏
解

９
一翻
　
国
目

７
一３２５

受

菩

薩

戒

儀
　
１
巻
　
　
在
―
活
　
伝
全

４
一１
　
　
別
―

一
乗
比
丘
戒
儀

・
十
二
問
戒
儀

成
―
未
詳
　
解
―
受
菩
薩
戒
の
次
第
作
法
を
記
す
智
証
の
朱
書
註
あ
り
。
日
蔵

５．
一５３‐
　
仏
解

５
一‐０２
　
国
目

４
一晰

和
　
歌
　
八
　
首
　
　
在
―
活
　
伝
全

４
一鶴

成
―
未
詳
　
解
―
新
古
今
集
（続
）
・
新
拾
遺
和
歌
集

・
和
論
語
に
記
さ
れ
た
最
澄
作
と
伝
え
る
和
歌
で
、
比
叡
山
中
堂
建

立

の
時
、
方
便

品
、
法
師
品
、
分
別
功
徳
品
等
八
首
の
和
歌
で
あ
る
。
仏
解

Ｈ
一３‐３
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